
5款　1項　1目

【会計】国民健康保険特別会計

5款：保健事業費　1項：特定健康診査等事業費　1目：特定健康診査等事業費

5

【予算額】

一般財源 国庫支出金 県支出金 地方債 その他特財

9,619千円 918千円

【事業の概要】

【予算額の節別内訳】

予算額

1 報酬

会計年度任用職員報酬 5,908千円

3 職員手当等 2,199千円

4 共済費

職員共済組合負担金 418千円

社会保険料 622千円

7 報償費

講師謝礼 75千円

8 旅費

261千円

4千円

10 需用費

消耗品費 383千円

印刷製本費 157千円

11 役務費

事業用消耗品等

特定保健指導用帳票類の印刷代

講師謝礼（４コース分）

会計年度任用職員に係る共済組合負担金

会計年度任用職員に係る社会保険料

会計年度任用職員分通勤費

会計年度任用職員の出張に要する交通費

パートタイム会計年度任用職員費用
弁償（通勤費）
パートタイム会計年度任用職員費用
弁償（出張費）

担当所属 健康保険課

予算要求額
（財源内訳）

10,537千円

令和6年度　当初予算要求事業内容説明書

第1章　ともに支え合い誰もがいきいきと暮らせるまち（福祉・健康・子
育て）

事業 特定保健指導事業

基本施策5　健康づくり

　　　　施策2　生活習慣病の予防、がんの早期発見を図ります

事業の概要

特定健康診査の結果、メタボリックシンドローム該当者のうち未治療の方に対し、リスクの個数別に対象者を
「動機づけ支援」、「積極的支援」に区分し、リスクに応じ特定保健指導を行い、保健師、管理栄養士の面接・
指導のもとに行動計画を作成し、その実績評価を行います。

会計年度任用職員（３人分）の報酬

会計年度任用職員分職員手当（期末勤勉手当）

事業の目的

対象者のリスクの数に応じた個別の保健指導を行うことにより、その要因となっている生活習慣を改善し、生活
習慣病予防を行います。

事業の効果

糖尿病等の生活習慣病の有病者・予備群が減少することで、中長期的な医療費適正化につながります。

節 説明



通信費 227千円

12 委託料

国保連合会共同処理業務委託料 283千円

10,537千円計

特定保健指導に係る発送書類の郵送費

国保連合会共同処理業務委託料


